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【機密性２】
※機密性は以下を参考に、適切に変更・表示し、以下の記述を削除してください。また、取扱制限等（例１：関係者限り、例２：公表までの間）については必要に応じて追加してください。
秘密文書相当、機微な個人情報を含む場合は【機密性３】／公開を前提としない場合は【機密性２】（公開前の案の段階なども含む）／公開可能な場合は【機密性１】

フロン類の生産規制
（現行は特定フロンのみで代替フロンは対象外）

2

フロン類対策の全体像

フロン類のライフ
サイクル（生産・使
用・回収・破壊等）
全体を通じた対策
の推進

・フロン類機器の点検
・フロン類の漏洩量報告
・機器廃棄時のフロン類
の回収・破壊等

オゾン層保護法

フロン排出抑制法
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漏えい量報告漏えい量報告

充塡回収業者（充塡）充塡回収業者（充塡）

充塡量報告充塡量報告

破壊義務 引渡義務

省エネ型自然冷媒機器の
導入促進
※設備導入の1/2又は1/3以下を補助）

【予算額】
６３億円（H29）
→９５億円（H30要求）



【機密性２】
※機密性は以下を参考に、適切に変更・表示し、以下の記述を削除してください。また、取扱制限等（例１：関係者限り、例２：公表までの間）については必要に応じて追加してください。
秘密文書相当、機微な個人情報を含む場合は【機密性３】／公開を前提としない場合は【機密性２】（公開前の案の段階なども含む）／公開可能な場合は【機密性１】モントリオール議定書HFC改正への対応

オゾン層保護かつ
地球温暖化防止

オゾン層保護の観点から
モントリオール議定書に

基づき生産規制
（担保法はオゾン層保護法）

ノンフロンオゾン層破壊物質 代替フロン

CFC, HCFC
オゾン層破壊効果 有り
温室効果 有り 転換

HFC
オゾン層破壊効果 無し

温室効果 有り

アンモニア、CO2等
オゾン層破壊効果 無し
温室効果 僅少

地球温暖化防止の観点から
昨年、モントリオール議定書の

対象に追加

昨年10月、オゾン層破壊物質の代替物質で温室効果が非常に高いHFC（代替フ
ロン）をモントリオール議定書（生産規制等）の規制対象物質に追加する改正
が採択された。

改正議定書は、2019年１月１日に発効する。（現在、23カ国が批准）

改正前の国内担保法はオゾン層保護法。産業構造審議会・中央環境審議会合同
会議において国内担保に係る報告書を取りまとめたところであり、今後、オゾ
ン層保護法を改正し、改正議定書を締結する方向で政府部内で調整中。

転換
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【機密性２】
※機密性は以下を参考に、適切に変更・表示し、以下の記述を削除してください。また、取扱制限等（例１：関係者限り、例２：公表までの間）については必要に応じて追加してください。
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フロン類の排出量は年々増加。
（代替フロン（HFC）の排出量は、この10年で約３倍以上
に増加。2016年速報値でも2005年比で、エネ起CO2は
約6,000万t-CO2減に対し、約3,000万t-CO2増加。）

フロン類対策の重要性はますます増加。

現状 【温対計画削減見込み（2030年時点）】（t-CO2）

フロン類回収火力発電
高効率化

省エネ
住宅

1,000万 1,100万

1,600万

鉄鋼等の
省エネ

1,100万

廃棄時の冷媒回収率は10年以上低迷し、未だに３割台。
現在、中央環境審議会・産業構造審議会合同会議において、廃棄時回収率向上
対策などフロン類対策をフォローアップ中。
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